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出町ゆかり

　

２
月
８
日
に
高
槻
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
開
か
れ
、

今
年
４
月
か
ら
の
国
保
料
の
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
当
た
り

平
均
の
月
額
保
険
料
は
４
・
94
％
、
７
２
４
円
引
き
上
げ
の
提
案

で
す
。
３
月
市
議
会
で
決
定
し
ま
す
。

　

大
阪
府
が
全
国
に
先
駆
け
て
進
め
る
保
険
料
の
府
内
統
一
化
が

影
響
し
て
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
保
料
は
住
民
の
生
活
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
市
町
村
が
設
定
し
、
低
所
得
者
へ
の
減
免
制
度
を
市
独

自
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
阪
府
は
全
市
町
村
で

国
保
料
の
一
本
化
、
減
免
基
準
を
府
内
で
統
一
す
る
方
針
を
２
０

１
７
年
に
決
定
。
６
年
間
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

１
人
当
た
り
平
均
月
額
保
険
料
は
２
０
１
８
年
度
と
比
べ
今
年
４

月
か
ら
は
３
，８
８
６
円
の
値
上
げ
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
法
で
は
、
市
町
村

が
国
保
料
を
決
め
る
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
府
は
市
町
村
で
保
険
料
決

定
、
独
自
の
減
免
制
度
を
認
め
、
府

と
し
て
財
政
支
出
を
行
い
保
険
料
軽

減
の
対
応
を
す
る
べ
き
で
す
。

２
０
２
４
年
度
国
保
料

府
の
保
険
料
統
一
化
方
針
で
値
上
げ
に

２
０
２
４
年
度
国
保
料

府
の
保
険
料
統
一
化
方
針
で
値
上
げ
に

高
等
教
育
無
償
化
を

高
等
教
育
無
償
化
を

介
護
保
険
料　

低
所
得
者
含
め
値
上
げ
に

介
護
保
険
料　

低
所
得
者
含
め
値
上
げ
に

　

国
保
料
は
所
得
割
、
均
等
割
、
平

等
割
を
合
計
し
た
金
額
で
決
ま
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
均
等
割
（
世
帯
の

人
数
に
応
じ
て
納
め
る
分
）
と
平
等

割
（
１
世
帯
あ
た
り
定
額
で
納
め
る

分
）
は
高
槻
市
で
は
２
０
１
７
年
度

ま
で
負
担
割
合
を
20
（
均
等
割
）
対

80
（
均
等
割
）
と
し
、
家
族
が
多
い

世
帯
の
保
険
料
が
高
く
な
ら
な
い
配

慮
を
し
て
き
ま
し
た
。
府
内
統
一
化

で
は
２
０
２
４
年
度
は
60
対
40
に
変
更
さ
れ
る
た
め
、
多
人
数
世

帯
だ
け
で
な
く
１
人
世
帯
で
も
保
険
料
は
２
０
１
８
年
度
と
比
べ

１
万
４
６
１
１
円
の
負
担
増
で
す
。

多
人
数
世
帯
の
保
険
料
が
大
幅
増

訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
在
宅
介
護
の
崩
壊
の
危
機

２０２２年度の
市独自減免実績

２０１８年度と２０２３年度
均等割、平等割額と差額

年度平均世帯数
に対する割合

①低所得減免

②特別減免

③所得減少減免

９．８５％

４１．４０％

０．１７％

　

２
月
１
日
の
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
に
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
料
案
（
今
年
４
月
か
ら
の
３
年
間
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
基
準

額
は
月
額
５
１
０
０
円
で
、
現
行
の
保
険
料
よ
り
５
０
０
円

（
8.9
％
）
増
え
、
低
所
得
者
も
含
め
全
て
の
段
階
で
値
上
げ
に
な

り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
２
０
２
４
年
度
の
年
金
額
は
物
価
上
昇
率

よ
り
0.5
％
下
回
る
2.7
％
増
に
と
ど
め
（
厚
生
労
働
省
、
１
月
19
日

発
表
）、
実
質
削
減
す
る
方
針
で
す
。
き
よ
た
議
員
は
低
所
得
者

の
保
険
料
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
増
加
分
を
補
助
す
る
こ
と
。
保

険
料
の
減
免
制
度
を
改
善
す
る
な
ど
、
市
と
し
て
も
軽
減
策
を
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
介
護
報
酬
は
全
体
で
１
・
59
％
の
微
増
に
と
ど
め
、

訪
問
介
護
へ
の
基
本
報
酬
の
引
き
下
げ
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。「
身
体
介
護
」
の
食
事
介
助
、
オ
ム
ツ
交
換
、「
生
活
援
助
」

の
掃
除
、
調
理
が
２
％
〜
３
％
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

政府
交渉

　

日
本
共
産
党
大
阪
府
委
員
会
は
高
学
費
、
奨
学
金
返
済
に
苦
し

む
府
民
の
声
を
聞
く
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
、
１
２

４
７
人
か
ら
回
答
を
え
ま
し
た
。
高
等
教
育
無
償
化
に
向
け
、
２

月
７
日
35
人
で
文
科
省
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
と
３
６
８
２
人
の
要

望
署
名
を
届
け
ま
し
た
。　

そ
の
後
の
懇
談
に
は
宮
本
た
け
し
衆

議
院
議
員
や
山
下
よ
し
き
参
議
院
議
員

が
同
席
し
、「
切
実
な
声
が
実
現
の
後
押

し
に
な
る
。
す
ぐ
に
質
問
に
活
か
し
ま

す
」
と
発
言
。
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
元

参
議
院
議
員
、
清
水
た
だ
し
前
衆
議
院

議
員
も
出
席
。
高
槻
・
島
本
地
区
か
ら

は
き
よ
た
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

均等割額
医療分・後期分・介護分

平等割額
医療分・後期分・介護分

2023年度

2018年度

差　　　額

５５，０９７円
１７，８８５円
＋３７，２１２円

５１，３１７円
７３，９１８円
－２２，６０１円
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能
登
半
島
地
震
で
は
地
震
と
津
波
の
被
害
で
住
め
る
状
態
に

な
い
住
宅
が
多
数
あ
り
ま
す
。
被
災
者
対
応
や
家
屋
の
被
害
調

査
な
ど
急
が
れ
ま
す
。
職
員
不
足
が
深
刻
で
長
期
的
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
か
ら
は
輪
島
市
に
消
防
な
ど
市
職
員
の
災
害
派
遣
を

実
施
。
地
震
発
生
の
16
時
10
分
の
約
２
時
間
後
に
支
援
要
請
が

あ
り
、
そ
の
日
の
20
時
30
分
に
救
急
隊
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

２
月
１
日
ま
で
に
災
害
救
助
、
避
難
所
で

の
支
援
、
住
宅
の
危
険
度
判
定
や
保
健
師

な
ど
合
計
51
人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
は
太
陽
光
発
電
施
設
の
「
適
正
な
設
置
を
誘
導
す
る
た

め
」に（
仮
称
）太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

市
が
ま
と
め
た
条
例
案
へ
の
意
見
募
集
が
12
月
か
ら
１
月
上
旬
ま

で
実
施
さ
れ
、
個
人
35
人
、
団
体
２
団
体
よ
り
50
件
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
条
例
の
名
称
に
つ
い
て
「
規
制
は
必
要
だ
が
、

問
題
の
な
い
場
所
へ
の
設
置
は
促
進
さ
れ
る
べ
き
。
条
例
案
で
は

　

森
林
法
な
ど
の
現
行
法
は
、
大
規
模
な
伐
採
や
土
地
の
改
変
を

と
も
な
う
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
風
力
発
電
の
集
中
立
地
を
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
国
と
し
て
、
環
境
保
全
の
た
め
の
森
林
法
の
改
正
、

土
砂
崩
れ
の
危
険
性
も
協
議
事
項
に
加
え
る
な
ど
環
境
ア
セ
ス
の

改
善
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
や
運

営
を
担
え
る
よ
う
な
補
助
制
度
の
創
設
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
の

エ
コ
ハ
ウ
ス
補
助
金
は
蓄
電
池
と
太
陽
光
発
電
の
設
置
と
セ
ッ
ト

で
な
い
と
補
助
し
な
い
な
ど
不
十
分
で

す
。
補
助
制
度
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

再
エ
ネ
は
、
気
候
危
機
に
対
応
す
る

役
割
と
と
も
に
自
然
環
境
に
や
さ
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震

高
槻
市
の
職
員
を
派
遣

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
を

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
を

（
仮
称
）
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
条
例
（
素
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

（
仮
称
）
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
条
例
（
素
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

高
槻
城
公
園
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て（
北
エ
リ
ア
）

高
槻
城
公
園
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て（
北
エ
リ
ア
）

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
と
取
ら
れ
か
ね

な
い
」
と
名
称
変
更
に
つ
い
て
の
意
見
や
、
禁
止
区
域
、
推
進
区

域
を
設
け
る
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
を
条
例
の
中
に
、大
前
提
と
し
て
入
れ
て
欲
し
い
」

と
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
高
槻
市
は
「
無
秩
序
な
太
陽
光
発

電
施
設
の
設
置
に
伴
う
諸
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

適
正
な
設
置
を
誘
導
す
る
も
の
」
と
、
全
て
「
原
案
ど
お
り
」
と

の
回
答
で
し
た
。

　

高
槻
市
は
「
高
槻
城
の
跡
地
に
整
備
さ
れ
、
長
年
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た
城
跡
公
園
を
、
芸
術
文
化
劇
場
の
整
備
に
併
せ
て
、

歴
史
的
景
観
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
高
槻
城
公
園
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
」
す
る
と
し
、
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
跡
地
と
高

槻
警
察
（
移
転
後
）
の
土
地
を

利
用
し
て
「
か
つ
て
の
高
槻
城

三
の
丸
を
再
現
す
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
か
ら
２

０
２
６
年
ま
で
に
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
跡
地
側
の
公
園
工
事

（
一
期
エ
リ
ア
：
土
塁
、
土
塀
、

休
憩
所
、
ト
イ
レ
、
東
屋
、
駐

車
場
な
ど
）
を
実
施
。
２
０
２

７
年
か
ら
高
槻
警
察
の
土
地
の

公
園
工
事
（
二
期
エ
リ
ア
：
乾
櫓
、
高
麗
問
、
土
塁
、
土
塀
、
番
所
、

水
堀
な
ど
）
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
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